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[ 諸言・目的 ] 
南米大陸チリ共和国の南部には、パタゴニアと呼ばれる年間を通じて寒冷の地域が存在する。かつて世界はパ
ンゲアという１つの巨大な超大陸を構成していた。中生代ジュラ紀(1億7000万年前)にパンゲアはローラシア大
陸とゴンドワナ大陸の2つに分裂し、ゴンドワナ大陸においては、約3390万年前に南米大陸と南極大陸とが分
離した。その影響で南極周辺に南極還流ができ、地球全体の平均気温は約10℃低下した (Zachos et al., 2001)。
チリのパタゴニアは、このような大陸と地域環境の変遷史と、植生及び生物相の変化とを歴史的に跡付けるのに
最適な地域であり、この地域で植物化石の研究を行うことは、そのような地球生命誌としての事実を明らかにす
るために欠かせないことである。 
 
パタゴニアは、南極大陸との繋がりがあった地域であり、現在はナンキョクブナ科( Nothofagus )が優占する
温帯広葉樹林が氷河に接して発達している。約3390万年前の急速な寒冷化により、南米と南極の植生は大きく
変化したが、ナンキョクブナ科は寒冷気候下でも存続して種分化を続け、現在まで優占林を形成してきた。植物
化石からみつかるナンキョクブナ科の花粉化石はNothofagiditesと呼ばれ、ナンキョクブナの歴史を解明するた
めに重要な証拠となる。ナンキョクブナ科の化石は南極大陸からも発見されているが、同じくゴンドワナ大陸の
一部であったインド, 南アフリカでは確認されていない。 
 
本研究では、後期白亜紀から古第三紀までのチリ中央部から南部までの花粉組成を比較することで、各時代に
おけるチリ中央部から南部の植生変遷を古花粉学的に明らかにすることを目的とする。さらに、南極における先
行研究との比較を行うことで、南部パタゴニアと、南極との植生の違いを明らかにする。 
 
[ 材料・方法 ] 
南米チリ共和国中央部の二つの堆積盆(Arauco ,Valdivia-Los Lagos)と、南部の一つの堆積盆(Austral)の分布域
において、2002年から2011年に文科省科学研究室の補助を得て行った、現地調査で採集された含植物化石石灰
質ノジュールを研究材料とした。採集地の地層について、中央部は3層, 南部は6層を対象とした。化石産出層
準は、後期白亜紀から第三紀中新世 (500万年前～7210万年前)までの計9層準である。 
 
方法は、試料をハンマ ,ー ピッケルで物理的に破砕した後、フッ化水素酸, 塩酸を用いた化学的処理によって
パリノモルフ(有機質微化石)を抽出した。それらのパリノモルフのうち、花粉, 胞子の大きさである直径10μm
～100μmの粒子をフィルター処理により選り分け、カナダバルサムを用いてプレパラート上に固定させること
で、プレパラート標本を作製した。その後、標本を光学顕微鏡, レーザー顕微鏡により観察し、花粉種, 胞子種
の同定を行った。 
 
  
[ 結果・考察 ] 
南部Austral堆積盆では、後期白亜紀のChorillo Chico層において、シダ類の胞子、ナンキョクブナ科の花粉
が多く観察された。第三紀になると、始新世のCerro Dorotea層では、木生シダ類, シダ類の他、裸子植物マキ科, 
被子植物ナンキョクブナ科が多く確認された。漸進世～中新世 Brush Lake 層では、ナンキョクブナ科が全体の
80％を占める花粉組成となった。中新世のFilaret層では、木生シダ類,シダ類の胞子が 1種も確認されず、マキ
科, ナンキョクブナ科に多様性がみられた。全体として、南部では後期白亜紀に木生シダ類, シダ類主体の植生で
あったのが、第三紀に入ると胞子の割合が減少し、裸子植物、被子植物で多様性が広がり始めるという植生変遷が
あったと推定された。 
 
南米大陸では、中央部にPalmae区(ヤシ科)、南部にProteacidites/Nothofagidites区(ヤマモガシ科/ナンキョ
クブナ科)の花粉植物区が、後期白亜紀から古第三紀にかけて存在したと推定されている(Herngreen et al., 
1996)。本研究では、南部の後期白亜紀Chorillo Chico層からヤマモガシ科, ナンキョクブナ科を確認できたた
め、Proteacidites/Nothofagidites区であると推定されたが、中央部においても始新世Curanilahue層にてヤシ
科と共にヤマモガシ科も確認されたため、Palmae区とProteacidites/Nothofagidites区との間に、2つの花粉植
物区とが合わさる混合植物区が存在したのではないかと推定された。 
 
また、本研究で確認されたナンキョクブナ科から、南極との植生の違いを明らかにできた。南極北部のシーモ
ア島にて、Bowmanが採集した後期白亜紀の地層からは、ナンキョクブナ科が花粉組成の32％という割合で確
認されている(Bowman et al., 2014)。本研究において、南米チリ南部の後期白亜紀Chorillo Chico層では、ナン
キョクブナ科は花粉組成の44％と、南極の花粉組成(32%)との類似性がみられた。このことから、南米大陸と南
極大陸とが分離する以前、両地域ではナンキョクブナ科を優占とした、温帯広葉樹林が広がる古環境が存在した
と推定された。 
 
[ 結論 ] 
南米のパリノフロラ(植物相)の知識に新しいデータを加え、Cerro Dorotea層、Brush Lake層、Filaret層、
Cucao層からパリノモルフ(有機質微化石)を初めて発見し、後期白亜紀から古第三紀における、中央部, 南部の
花粉植物区を推定できた。また、これまで後期白亜紀と中新世についての報告がなかった、チリ南部Austral堆
積盆において植生を復元でき、南極とチリ最南部パタゴニアとの植生の類似性を明らかにできた。 
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